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第４章　関連機関との面談内容と関連設備視察の記録第４章　関連機関との面談内容と関連設備視察の記録第４章　関連機関との面談内容と関連設備視察の記録第４章　関連機関との面談内容と関連設備視察の記録

―目次――目次――目次――目次―

面談記録面談記録面談記録面談記録
No. 面談先   月・日
１ JICAスリランカ事務所 ８月１７日
２ 外部財源局（ERD） ８月１７日
３ JBICスリランカ事務所 ８月１７日
４ 日本国大使館 ８月１７日
５ JICA長期派遣専門家 ８月１７日
６ 世界銀行（WB） ８月１７日
７ 灌漑電力省（MIP） ８月１８日
８ セイロン電力局（CEB） ８月１８日
９ ランカ配電会社（LECO） ８月２１日
10 アジア開発銀行（ADB） ８月２１日
11 セイロン電力局（CEB）発電部 ８月２２日
12 セイロン電力局（CEB）コミュニケーション部 ８月２２日
13 セイロン電力局（CEB）送電部 ８月２２日
14 セイロン電力局（CEB）配電部 ８月２２日
15 セイロン電力部（CEB）コマーシャル部 ８月２３日
16 環境庁（CEA） ８月２３日
17 セイロン電力局（CEB）人材開発部 ８月２３日
18 セイロン中央銀行出版部 ８月２３日
19 セイロン電力局（CEB）配電部 ８月２４日
20 灌漑電力省（MIP） ８月２５日
21 JICA長期派遣専門家 ８月２７日
22 対外財源局（ERD） ８月２８日
23 JICAスリランカ事務所 ８月２８日
24 日本国大使館 ８月２８日
25 JBICスリランカ事務所 ８月２８日

視察記録視察記録視察記録視察記録
No. 視察先   月・日
１ カラニティッサ火力発電所 ８月１９日
２ サプガスカンダ火力発電所 ８月１９日
３ 給電指令所 ８月１９日
４ コトマレ水力発電所 ８月２０日
５ CEBトレーニングセンター ８月２４日
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５５５５．．．．JICAJICAJICAJICA長期派遣専門家長期派遣専門家長期派遣専門家長期派遣専門家

日時：　平成 12年 8月 17日（木）14:30-15:20

場所：　JICAスリランカ事務所

相手：　Mr. Haruo KUBO, Technical Advisor (JICA Expert) to CEB

当方：　足立団長、高田代理、小林、清水、尾上

　　　　尾上(JICAスリランカ事務所)

６６６６．世界銀行．世界銀行．世界銀行．世界銀行

日時：　平成 12年 8月 17日（木）17:00-18:00

場所：　World Bank Office

相手：　Mr. S. Vijay Iyer, Senior Financial Analyst  Energy and Infrastructure

                South Asia Region World Bank

　　　　Mr. Sumith Pilapitiya, Senior Engineer Energy & Environment World Bank

当方：　足立団長、高田代理、小林、清水、尾上

　　　　尾上(JICAスリランカ事務所)

７７７７．灌漑電力省．灌漑電力省．灌漑電力省．灌漑電力省（（（（MIPMIPMIPMIP））））

日時：　平成 12年 8月 18日（金）10:00-11:00

場所：　Ministry of Irrigation and Power

相手：　Mr. Jaliya Medagama, Secretary Ministry of Irrigation & Power

　　　　Mr. Michael A. Warnakulasooriya, Addl. Secretary MIP

当方：　足立団長、高田代理、小林、清水、尾上

　　　　尾上(JICAスリランカ事務所)

８８８８．セイロン電力局．セイロン電力局．セイロン電力局．セイロン電力局（（（（CEBCEBCEBCEB））））

日時：　平成 12年 8月 18日（金）14:30-15:30

場所：　CEB本社

相手：　Mr. P.A.M. Deraniyagala, Chairman Ceylon Electricity Board

　　　　Mr. Ananda P.P. Seneviratne, General Manager

当方：　足立団長、高田代理、小林、清水、尾上

　　　　尾上(JICAスリランカ事務所)
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２２２２１．１．１．１．JICAJICAJICAJICA長期派遣専門家長期派遣専門家長期派遣専門家長期派遣専門家

日時：　平成１２年８月２７日（日）12:00-13:00

場所：　コロンボ市内日本食堂

相手：　Mr. F. Hruo Kubo, JICA Expert to CEB

当方：　小林、清水、尾上

２２２２２．対外財源局２．対外財源局２．対外財源局２．対外財源局（（（（ERDERDERDERD））））

日時：　平成１２年８月２8日（月）09:00-09:45

場所：　ERD事務所

相手：　Mr. F. Mohideen, Director General of Department of External Resources

　　　　Mr. J.H.J. Jayamaha, Director of Department of External Resources

　　　　Ms.？（名刺もらわなかった）

当方：　小林、清水、尾上

２２２２３．３．３．３．JICAJICAJICAJICAスリランカ事務所スリランカ事務所スリランカ事務所スリランカ事務所

日時：　平成１２年 8月２８日(月)10:00-10:45

場所：　JICAスリランカ事務所

相手：　Mr. 海保　所長, Resident Representative of JICA Sri Lanka Office

当方：　小林、清水、尾上

２２２２４．日本国大使館４．日本国大使館４．日本国大使館４．日本国大使館

日時：　平成１２年８月２８日　14:00-15:00

場所：　大使館

相手：　Mr. K. Seiyama, 2nd  Secretary of Embassy of Japan

当方：　小林、清水、尾上

２２２２５．５．５．５．JBICJBICJBICJBIC事務所事務所事務所事務所

日時：　平成１２年 8}月２８日(月)10:00-11:00

場所：　JBIC事務所

相手：　Mr. N. Niwa, Chie Representative of JBIC

当方：　小林、清水、尾上



－64－

4.24.24.24.2 視察記録視察記録視察記録視察記録

（１）KELANITISSA POWER STATION (THERMAL)

１． 視察日時：　２０００年８月１９日（土）０９：３０ より１１：００

２． 視察者　：　足立団長、高田代理、小林、清水、尾上

３． 設備概要

１） 場所

　　コロンボ市北部(中心部より車で 15分程度)街道に面した内陸地。

２）設備容量・タイプ・運開時期

　　総出力 285MW

　　GT１-６：２０MWGTｘ６台（1980年代、GEの Frame７）

　　GT７   ：115MWGTｘ１台（1997年イタリア Fiat Avio）

　　　　　　　Open Cycle（将来コンバインド化配慮）

　　火力　　：２５MW　STx2台（1960年代 STGは GE、非再熱

　　　　　　　　　　　　　　　　　ボイラーは Steinmuller製）

３） 燃料

GTは Diesel Oil 使用。

火力は Furnace Oil（Banker C Oil相当、S分２％）を使用。

　　 燃料は隣接のセイロン石油会社 CPC(国営)より、パイプ輸送。

     (弁の切り替えで、港よりの直送も可能)

     重油は蒸気加熱し、粘度を下げて使用

     ディーゼル油は、水分とスラッジを除去。薬品の添加はしない。

　　      貯油量；約 0日分。ほかにタンク 2個、前処理のため。

４．運転状況

１） GT１-６：ピークロード対応

GT７　：ベースロード対応

火力　 ：ベースロード対応

　注：発電コストは火力・ GT7・ GT1-6の順に高い。

 ２）火力はかって年 2ヶ月程度のピーク対応火力運転だった。

　　 1990より、水力だけで需要にまかなえなくなり、ベースロード運転（熱効率は

     高くないが、燃料費が安いので）GTは夕刻のピークロードを主に古いほうが負

     荷率約６０％（1台は燃料パイプ破損事故で停止中）新しいほうが 70％程度。
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５． その他特記事項

１） 要員

　　所員合計約 270名　(セキュリティ要員 60人を含む)

　　直運転員　24名／直ｘ３交代

　　所員の階層；下から Unskilled, Semi-skilled, Skilled

　　研修は所内では主として OJT,　所外で CEBの訓練施設を利用。

２） 排煙濃度のみ監視。

３） ボイラー煙突は 200フィート(60m強)。

４） 燃料油の分析はセイロン石油公社分析に依存　(重油 S分２％程度の模様)。

５） STGの冷却水は河川水（海に近く塩分を含む）。GTは空冷。

６） 警備は厳重、軍服姿の銃を持った若い人(女性を含む)数十人。

７） STGのスチーム定格は,900Psi 900Fの由だが指示計は 800Psi、800F付近で運転していた。

８） 送電系統は当初 132kV、後に 220kVを追加。

　132kV架空２回線、地中 1回線、220kV架空 2回線。

　132kV,220kVとも屋外変電所は複母線（パイプブス）。

　132kVと 220kV間を変圧器 2台(屋外)、GIS(屋内)と地中線で連係。

９） 中央給電所からの指示は電話連絡。

10）Air Pollution のクレームはない。

11）165MWの新設プロジェクトは、目下整地中であった。

（２）SAPUGASKANDA POWER STATION (THERMAL)

１． 視察日時：　２０００年８月１９日（土）午前 １１：３０ より　午前１２：３０

２． 視察者　：　足立団長、高田代理、小林、清水、尾上

３． 設備概要

１）場所

コロンボ市中心地より東に１４キロ程度に位置する。隣接地にはＣＰＣ（セイロン石油会社）の

製油所があり、ここよりパイプラインで燃料が供給される。

２）設備容量・タイプ・運開時期

２０ＭＷ　ディーゼルエンジン発電機　４台が１９８４年運開。フランス製。

１０ＭＷ　ディーゼルエンジン発電機　４台が 1997年近、4台が 1999年運開。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドイツのMAN B&W製

合計設備容量は１６０ＭＷ。

３）発電電圧・送電電圧

発電：１１kV 送電：１３２kV（５０MVA １３２/１１kV　Trans.　５台）
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その他

１） 帰途に立ち寄ったガソリンスタンドで

・ Gasoline  50 Rs/l

・ Diesel     18 Rs/l

（５）CEBトレーニングセンター

日時：　平成１２年８月２４日（水）10:30-12:00

場所：　Technical Training center

相手：　　　　Mr. K.A.Karunasena     Principal-T.T.C. PILIYANDALA

Ceylon Electricity Board

当方：　清水、尾上

話題：

設立経緯

１） 1998 年フランスの Fund により設立された。フランス人コンサルタントの指導のもとカリキュ

ラムが決定され、その後必要に応じて改定を加えてきた。

施設の概要

２） 発電・送電・配電・ Billing（集金）・ Clerk Workに関するトレーニングを行っている。

３） 常時 250 人程度のトレーニングを行っているが、そのうち Billing（検針）・ Clerk work に関す

るものは 2週間のコース。75人程度が Distribution、25人程度が Generation(Electrical Fitter

+ Mechanical Fitter)でこれは 1年コース。

４） ここでトレーニングを受けるのは 11 年の普通教育を受けた者（技術的バックグラウンドはな

い）の採用時に行っている。教育完了後試験を行いこれに合格すれば正式採用になる。

Technical College 及び University を卒業したものはトレーニングの対象ではない。より高い技

術を身に着けさせるための従業員の教育を目的にはしていない。
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